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第 4章 代替エネルギーを活用した漁船の試設計 

4.1 試設計の条件 

脱炭素漁船の試設計にあたり条件を下記のとおり設定した。 

・脱炭素漁船の代替燃料は水素として、主機関は水素専焼で計画する。 

・この水素燃料船の検討にあたっては、水素燃料電池船の安全ガイドライン（国交省海事局、

令和 3年 8月）に原則基づくものとする。 

→水素タンクは船体外板から 800mm以上離して配置する。 

→危険場所（水素タンク区画、タンクコネクションスペース、燃料電池設置区画、等）は、

独立した閉囲区画とする。 

→危険場所（閉鎖区域）への交通は、非危険場所から直接の立ち入りは禁止とし、必要な場

合はエアロック等の措置を行う。 

→タンクコネクションスペ－ス上方の暴露甲板にバンカリングスペースを設ける。 

・水素タンク搭載に伴う船体容積増の検討は、原則、船体を延長することで対応することとし、

船体の幅・深さについては、必要最小限の増加に留めることとする。 

・主機関の出力は現船と同等とする。ただし、水素専焼エンジン（予混合燃焼方式）は重油焚

きエンジン（ディーゼル燃焼方式）と比べて出力が落ちるため、同一出力を確保するために

現船搭載エンジンより大型の機関とする。 

・発電機用の小型・高速の水素焚きのエンジンの開発は進められていないことから、補機関の

代替として燃料電池を用いる。既存船の発電機 2式を燃料電池 2台に代替する。 

・水素量は、現地調査から明らかとなった 1航海あたりの燃料消費量（A重油）を基に、発熱量

換算（×4.5）して必要な液体水素積載量を設定した。 

・水素燃料タンクの容積は、必要な水素量から積み付け量を考慮し算出した（＝必要水素量

/0.7）。 

・水素燃料タンクは、1本では船体が大幅に長くなること、冗長性の観点から燃料供給ライン 2

系統を必要とすることからタンク本数は 2 本と設定した。また、造船所との打合せにより、

船長が過大とならないようタンク直径を可能な限り太くした。タンク厚みは、LNG 燃料船の

事例を参考に防熱材等を含め 200mmとした。 

以上の試設計条件を基に決定した水素燃料タンクの大きさを表 4.1に示す。 
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表 4.1 水素燃料タンク容積の算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2 試設計の実施 

検討委員会にて承認された試設計の条件に基づき、造船所 3社へ試設計の業務発注を行った。 

各造船所とは下記のとおり打合せを実施した。なお、試設計に当たっては過大な船規模・装備

にならないよう留意するとともに、連絡を密に取って進めた。 

 

表 4.2 打合せスケジュール・内容 

時 期 内 容 

第 1回造船所打合せ 

令和 4年 12月中旬 
仕様書の内容を確認。 

第 2回造船所打合せ 

令和 5年 1月下旬・2月上旬 

進捗状況の確認。 

（一般配置図より水素タンクの大きさ、安全対策等） 

第 3回造船所打合せ 

令和 5年 2月中旬 

成果物の確認。 

（一般配置図、建造要目書、中央断面図、機関室配置図（概

略）、総トン数計算書、推定馬力計算書（概略）、安全性に

係る資料（復原性等）） 

 

  

地　区
LA×B×D (m)

燃油タンク
主機関 補機関

必要な燃油量
（A重油）

必要水
素量

必要タンク
容積

1本あたりの
タンク容積

タンク内径
×

タンク長さ

タンク重量
（乾燥質量
・1本あたり）

備　考

沖合底びき網漁船
105GT板曳

（宮城県石巻市）

34.03×7.2
×3.10

60.90 m
3

735kW
160kW

80kVA（軸発）
10kL 45m

3
65m

3
33m

3

2.1m

×
9.6m

21.9t 1航海を担保

沖合底びき網漁船
144GTかけまわし
（兵庫県浜坂）

41.20×6.48
×2.66

54.84 m
3

956kW
200kW

116kW
20kL 90m

3
129m

3
65m

3

2.6m

×
12.3m

33.1t 1航海を担保

大中型まき網漁業
網船199GT

（北まき）

48.45×8.8
×3.75

108.99 m
3

2206kW 200kW ×2 10kL 45m
3

65m
3

33m
3

2.6m

×
6.3m

19.1t 1航海を担保

大中型まき網漁業
網船199GT

（遠まき）

49.91×8.6
×3.70

77.5 m
3

2059kW 265kW ×2 20kL 90m
3

129m
3

65m
3

3.0m

×
9.2m

29.8t

1航海は最大25
日、現行の洋上
補給も想定
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4.3 試設計の結果 

各船の試設計の結果は以下のとおり。 

（1）沖合底びき網漁船（板びき 105GT、A丸） 

① 要 目 

表 4.3 沖合底びき網漁船（板びき 105GT、A丸）の要目比較 

 現 船 ゼロエミッション漁船 

総トン数 105トン 384トン 

全長 34.03m 53.07m 

垂線間長 27.20m 45.70m 

幅 7.20m 11.60 

深さ 3.10m 4.10m 

計画満載喫水 2.70 3.70m 

LBD 607.1 2173.5 

主機関 735kW×1 台 

発電機 

160kW 

80kVA（軸発） 

 

燃料電池  160kW×2 台 

速力（公試状態） 約 13.6kt 約 11.5kt 

燃料 A 重油 水素 

燃料タンク容積 60.90m3 66.0m3 

魚倉容積 62.64m3 66.54m3 
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② 一般配置図、機関室配置図、中央断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1 現船側面図 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2 ゼロエミッション漁船側面図 

 

 

 

 

 

図 4.3 現船上甲板平面図 

 

 

 

 

 

 

図 4.4 ゼロエミッション漁船上甲板平面図 
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図 4.5 ゼロエミッション漁船機関室・水素タンク室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.6 機関室配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.7 ゼロエミッション漁船中央断面図 
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（2）沖合底びき網（かけまわし 144GT、B丸） 

① 要 目 

表 4.4 沖合底びき網（かけまわし 144GT、B丸）要目比較 

 現 船 ゼロエミッション漁船 

総トン数 144トン 391トン 

全長 41.20m 61.36m 

垂線間長 31.55m 50.00 

幅 6.48m 8.80m 

深さ 2.66m 4.30m 

計画満載喫水 2.68m 4.34m 

LBD 543.8 1892.0 

主機関 956kW×1 台 

発電機 

200kW 

116kW 

 

燃料電池  200kW×2 台 

速力（公試状態） 約 13.3kt 約 12.6kt 

燃料 A 重油 水素 

燃料タンク容積 54.8m3 130.0m3 

魚倉 

４倉 

81.83m3 

２倉 

87.75m3 
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② 一般配置図、機関室配置図、中央断面図 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.8 現船側面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.9 ゼロエミッション漁船側面図 

 

 

 

 

 

図 4.10 現船上甲板平面図 

 

 

 

 

 

図 4.11 ゼロエミッション漁船上甲板平面図 
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図 4.12 ゼロエミッション漁船機関室・水素タンク室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.13 ゼロエミッション漁船機関室配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.14 ゼロエミッション漁船中央断面図 

 

 




